






























































































表１ カタログ掲載の楽器キット一覧  ※楽器名はカタログに記載名のまま記載した。 
 



















管楽器  スライドホイッスルキット 
その他 なるこ 
手づくり民族楽器 インディアンクラッパー 
手づくり民族楽器 マンドゥック 
マラカスキット 
手づくり民族楽器 レインスティック 
鳴子キット 
10 穴ハーモニカキット 
複音ハーモニカキット 
バードコールキット 
 
表1　カタログ掲載の楽器キット一覧　　※楽器名はカタログに記載名のまま記載した。
【図１】ファイバー三線（組み立て前）
	 ※	木材パルプや綿を原料として作られた素材。破れにくく水につけると軟らかくなり乾燥すると硬くなる。
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糸巻きと弦を張る工程のみである。しかしヴァイオ
リンは、その他のキットの科学繊維の弦と異なり、
スチール製のため巻き付けやブリッジ※の取り付け
が非常に困難であった。
ウクレレキットは図工美術キットと音楽キットど
ちらもほぼ完成済みのため、音質にあまり差違は感
じられない。GCEAの各音への調弦に際しては、比
較的スムーズに音を合わせることができるが、演奏
しているうちに弦の張力が緩み、音程が下がってし
まうことに問題があった。この現象は、糸巻きのピ
ンに設けられたネジをしっかり締めることで解決で
きる。音質については本体に使用する木の質による
とことがほとんどである。また彩色を施す場合、塗
料の水分による楽器本体への湿度作用も音質変化の
要因となるであろう。多湿により楽器の音質、音量
が悪くなるため、しっかり乾燥させてから弦を張る
作業を行うことが重要である。
ヴァイオリンキットは、音質を決定づける要素の
うち、ブリッジの設置等が作製者に委ねられている
ことが、難易度を高くしている。またブリッジの設
置をヴァイオリンの一般的な位置で行っても弦の巻
き取りと音程関係が噛み合わず、所定の調弦音に合
わせるのに困難を極めた。また巻き取りピンが刺
さっている穴に木屑が入り込み、ギリギリと音がす
るほど調弦が固いこと、細心の注意を払って調弦し
ても、A線がA音まで音程が上がらないうちに弦が
切れてしまったことは、想定外であった。調弦が所
定のGDAE音まで上昇しなかったため、評価する
のは困難であるが、楽器としては比較的音量があり、
多少の雑音がするものの、初歩段階のヴァイオリン
としては使用可能である。
（2）音板楽器
両カタログともカリンバとボンゴラピアノのキッ
トのみである。カリンバもボンゴラピアノも金属の
音板を弾くこと（親指の腹で下へ押し下げながらは
じく奏法）で音が出る仕組みであり、両者とも構造
上の大きな違いはない。また、同じカリンバやボン
ゴラピアノであっても土台が板状のものと、箱状の
ものが存在する【図2】。箱状の土台はやはり組み
立て式である。音板の金属パーツの精度が両カタロ
グのキット間で異なった。音楽のキットでは、音板
に番号が割り振られ音階の調整が容易であったのに
対し、図工・美術のものでは、それぞれの音板で若
干形の歪みが見られた。
音程については金属板の長さを調整しながら決定
していかなければならない。そのため自由度が高く、
楽曲の演奏に必要な音だけに合わせることも可能で
ある。しかし、汎用性を考えた場合は、やはりいず
れかの長音階に合わせるべきであろう。学校でのク
ラス授業を前提として考えると、音楽授業での以後
の合奏活動を見据えた場合、基音を明確に定める必
要があるだろう。その支援としては、音合わせのた
めのチューナーの活用などが挙げられる。
	音質については、金属音板を支えるブリッジに
あたる箇所の素材によるものが大きい。音楽教材で
は金属を使用しているため、指で弾いて出した音を
土台の木材に共鳴させて音量を増幅することができ
ていた。一方、美術教材では箱型で響きを増幅でき
そうな外観であるが、金属音板を支えるブリッジが、
竹材であるため、余韻を、音量共に音楽キットより
弱くなっていた。
（3）　打楽器
打楽器は、最も教材化の見通しができる楽器であ
る。キットとしては、タンバリンが両カタログに掲
載されていたが、どちらも組み立ては、元々ある木
製円形のフレームに金属円盤を取り付ける仕組みで
ある【図3】。
組み立ては、比較的容易であるが、金属パーツの
締め付け具合で鼓面の張力が変化、音質が変化する。
タンバリンの例を挙げると、張力が弱い場合は、低
い音程でボンボンといった鈍く余韻のない音質であ
	 ※	駒とも呼ばれる。弦と表板の間に取り付けられる。弦の音エネルギーを効果的に表板に伝えるための役割を持つ。
楓材などでつくられる。
【図2】カリンバ、ボンゴラピアノ
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る。張力を強くすると、音程が高くなり、パンパン
といった余韻をともなった音質となった。民族楽器
トーキングドラムやミニボンゴについては、鼓面に
本革を使用しており材料費として高額な点、特に
トーキングドラムは細かいバルサ材の貼り付けや複
雑な紐編み作業が複雑な点で教材化は難しい印象を
持った。その中で、沖縄の伝統的な手持ち太鼓であ
るパーランクルのキットである「エイサーくん」は
組み立てが容易さ、材料費も抑えられ、音の響きも
良い【図4】。これは、前述の三線のボディーでも
使用されていたファイバークラフト紙を鼓面の素材
として用いられていることが大きい。このファイ
バークラフト紙は通常時は硬質であるが、水に浸す
と柔らかく質が変化するが破れにくい素材である。
このパーランクルキットにおいても3分程水に浸し
た後、胴部に貼り付けた。乾燥すると収縮するので、
教材として製作する太鼓の鼓面素材としては最適で
あると考えられる。
（4）　管楽器
管楽器のキットは表1のとおり、音楽楽器カタロ
グのスライドホイッスルキットのみである。プラス
ティック製のパーツが殆どで組み立ては容易である
が、音階を意識した演奏が困難である。リコーダー
の吹き口に、音高を変化させるために筒の長さをス
ライド式栓で操作する方式である。音高と筒の長さ
の関係性を理解するためには適当な楽器であるが、
演奏しているうちにパーツが分離してし、故障して
しまう。また、多くの小学校や中学校の音楽科にお
いてリコーダーを使用している現状を考慮すると、
教材化の参考材料としては乏しい結果となった。
（5）その他の楽器
ハーモニカキットについては、各パーツをネジで
固定するだけで完成するものであるため、音の鳴る
仕組みは理解し難い。また、バードコールは木部と
金属部の摩擦によって小鳥の鳴き声のような音を奏
でる仕組みであり、木部と金属部の滑らかな加工が
必須であるため、同様のものを作るのは困難である。
鳴子やクラッパーは、木部同士が当たることで音
が鳴る単純な仕組みであるため、教材化が容易であ
る。例えば、図工・美術の他の題材で出た木の端材
などでも十分製作が可能である。図工・美術のカタ
ログ掲載のインディアンクラッパーは安価で、素材
もコンパネ合板が採用されている。合板は裁断面の
手ざわりが悪いため、全面に彩色を施すことにした
【図5】。一方で音楽カタログ掲載の鳴子キット【図6】
は、ヒノキ材を採用しており木材同士が当たる部分
の彩色は行わないようにする指示が説明書に記載さ
れていた。
その他、マラカスやレインスティックは楽器の内
部に小石を入れる仕組みであり音階が存在しない。
そのため他の素材での代用が容易である。マラカス
は様々な容器に小石やビーズを入れることで、同じ
原理の楽器の製作が可能である。レインスティック
は、雨ごいの儀式や演奏に使われるチリの楽器であ
る。小石を入れる楽器の内部には多くの木釘が撃ち
込まれている【図7】、【図8】。それに小石が当たる
ことで雨の音を演出する仕組みである。キットに付
属されているのは木釘である。ここでも、木釘を金
属製の釘に変更し、中身の小石を生米やビーズや金
属粒を代用することで、バリエーション豊かな音を
作り出すことが可能である。
【図３】　タンバリンキット（図工・美術カタログ、
組み立て前）220φ×H55mm
【図４】　エイサーくん（パーランクル）
194φ×H45mm
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5．彩色について
彩色に関して考慮すべき点は、大きく2点ある。
1点目は絵具の選定であり、2点目は楽器という立
体物への彩色方法の検討である。
カタログ掲載の完成写真においてもボディー部分
への彩色例が示されている。これらの組み立てキッ
トのボディーの多くは木が使用されている。これら
楽器のボディーは手で持つ機会が多いため、耐久性
が高く、非再溶性の絵具が求められる。学校で使用
されている画材と照らし合わせると、水性アクリル
絵具※が適当であると考えられる。
アクリル絵具は多くの素材の上に描くことがで
き、絵具の剥落もほとんど見られない。図工・美術
キットの木部はラワン材やバルサ材が多く採用され
ており、吸水性が高かった。そのため、粘度の高い
絵具を初めに塗ると掠れることが予想される。この
【図５】　インディアンクラッパー
L約210mm
【図６】　鳴子キット
各L180mm×W87mm
【図７】　レインスティック木釘工程
【図８】　レインスティック（彩色済み）
約50φ×L520mm
	 ※	アクリル樹脂と顔料を混合して作られた絵具。水性のものと油性（溶剤型）のものに大別されるが、一般的に画材店で
販売されているものは殆どが水性である。一度乾燥すると水に溶けなくなり、塗膜は柔軟であり剥離もあまりみられない。
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場合、ジェッソなどの下地塗料を施した後の彩色が
理想であるが、水を多く混ぜた絵具であれば、しみ
込ませるように塗ることができる。一方で、音楽の
キットでも多くは吸水性の高い木材が使われていた
が、肌理の細かいメープル材のヴァイオリンは水気
の多い絵具を弾く傾向にあったが、布などで擦り込
むことで定着させた。2層目以降は、問題なく重層
による描画ができた【図9】、【図10】。
2点目の立体物の彩色について、楽器の部分彩色
が理想的であると考えられる。今回の作例では、イ
ンディアンクラッパーが全面に彩色を施している
【図5】。全面に彩色を施すためには、楽器本体を固
定する部分と最初に塗る部分とで時間差が必要にな
る。そのため、限られた図工・美術の授業時間や、
題材の中で楽器の組み立てに重点を置くと、部分彩
色が適当であると考えられる。
6．まとめ　キット製作を終えて
弦楽器は弦を巻き、張り具合を調節することで音
階を調整する楽器であるため、弦の巻き取り部分の
代用部品を考えることで、ファイバー三線の構造の
ような箱型のボディーと竿と弦の組み合わせであれ
ば、容易に製作が可能である。弦についても太さの
異なるテグス等で代替が可能であると考えられる。
打楽器においては、今回のキットの素材にも採用さ
れていた取り上げたファイバークラフト紙の活用法
なども今後検討していく。
カリンバは空き缶や竹串、平たいプラスティック
のナイフやスプーンのような身近な物を組み合わせ
て工夫を凝らすことによって、様々な音色を作り出
すことができるだろう。
また音律を必要とする楽器としては、長さの異なる
筒状のものを組み合わせて、木琴のような構造の楽器
の作成も可能であると考える。木材や塩ビ管、ラップ
芯などが身近にある素材としてふさわしい。このよう
に今後は身近な材料での楽器の試作を進めていく。
その他、笛などの管楽器は空気を共鳴させる楽器
としては、キット以外においても理科の実験として
ストローを用いた例も見られる。また、弦の太さの
違いによる音の変化などは、音楽の題材の中での導
入が可能であると同時に、音の出る仕組みや音階と
いった視点は理科分野との関係も深い。楽器製作の
題材研究として今後は、理科実験での実践例の調査
も行っていく。
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【図9】　ヴァイオリンボディーへの
アクリル絵具の擦り込み
【図10】　ヴァイオリンキット（組み立て、彩色済み）
L600mm×W200mm×H65mm,弓L750mm
